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GeneratorCoordinateMethod(GCM)は、有限麓子多体系の集団運動を自然な形で記述することができる。

その理由は、GCMにおける多体状態は,dynamica1な変数でラベルされるいくつかの(無限個でもよい)状態の重

ねあわせによって表現されるからである。このときのdynamicalな変数をgeneratorcoordinate(gc)、gcでラベ
ルされた状態をgeneratingmnction(猷)と呼ぶ。域は普通,非直交系である。対応するansatzは次のようなもの

となる。

’･)=/"'(･)'．(･)>，（1）
ここで、αおよび|ゆ(α)>は,それぞれ,gcおよびgfである。ノ(｡)はweightfUnctionであり、変分原理により導か

れるHill-Wheeler方程式

/d""-E｣(.')=0, （2）

によって決定される。このときエネルギーEも同時に計算できる。

私たちは以前、このGCMの手法を用いて、’8208，1“Wで観測されているK面＝8＋の回転バンドの物理的

説明を試みた'。この時、gcとして核回転軸方向を表すオイラー角(8,ゆ)を選んだ2。先に行っていた3D-cranked

HFB計算から、’820sは、慣性主軸からみて傾いだ軸に沿った集団他|転、i,e､,tiltedrotation、するほうがエネル

ギー的に得をする状態(TAR)を持ち、回権方向が±8である二つのTARは,エネルギー的に等価であることがわ

かっていた。したがって,我々のGCMは、幾何学的に対称な位置にある2つのpotentialweuの間を，回転軸が

wobbnngしながら行き来するという原子核のDynamicgを記述することに相当した。一方、gfについては、角運

動量の期待値と8とを拘束したConstrainedHFBの解をそのまま利用していた。しかし、HFB解は平均場近似に

よる対称性を破った解である。その結果、GCM多体状態の中に異なる角運動量状態が混じりあい、HiU-Wheeler

方程式の解が不安定になってしまった。

今回、私達は角運動量射影した3D-crankedHFB状態をgfに使用しGCMを解いた。
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ここで角運動量射影演算子は

輪"=署A璽蜜"(，壷｡γ(厨銅｡i･"舟癒I｡)即ル（4）
と表される。nはEuler角(α,β,γ)を表す．この方法は“VariationAfterProjection"に相当していて、糖度の高
い結果が期待できる。また、角運動量を回復させたことにより、実験の結果を直接理論的に解析することが可能

になった。

中重核の研究においてこのような手法は今までなかった。したがって、まず簡単な場合について予備計算をし，

手法を評価する必要がある。学会では、gcについての積分点を3点(8＝－6°,0°,＋6･)に限った場合の計算結果

を報告する。積分点が少ないため3実験と比較できる程現実的な計算ではないが、今回のGCM計算は,前回の学

会で発表した"signatureprQjection”の拡張発展型に対応し、wobblingmotionを取り込んだ形になっているとみ

なせる。すなわちhigh-Kバンドの状態として、

〃(|＋8>士'－8>)一f(+8)|＋8>＋ノ(0)'0>＋／(－8)'－8〉（5）

という拡彊をすることにあたる．学会では,単なるgignamreprQjectionの場合とwobbUngを取り込んだsignature

prQjectionの場合とにおいてエネルギーレベルなどの違いを考察する予定である．

'Phyp.陸tt.B355(1”5）
2ただし、ゆ＝0とした．したがって、c＝6である．また、0はintnI函icx-axigから測るものと決めた
｡ただし、角運動廼射影における、Euler角の三瓦積分では65x65x241＝1,018,225点取った．


